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 Ｚ会進学教室 葛⻄通信 ３⽉号 
 葛⻄教室に通う本科⽣の皆さんは、以下の四点を⼼がけるようにしましょう。 

 １ 進学塾に通う中学⽣としての⾃覚を持つこと。 
 ２ 信頼の⼟台となるあいさつをきちんとすること。 
 ３ 書くことを⼤切にし、ノートをしっかりとること。 
 ４ ⾃習室を上⼿に利⽤し、⾃分で考えてもわからないことは遠慮なく先⽣に質問すること。 

                葛⻄教室スタッフの声をお届けします。 
              
                   「Ｚ会卒業⽣へのインタビュー」    

 教務スタッフ 皆藤由起⼦ 

  3⽉になりました。中3・⾼3の皆さん、ご卒業おめでとうござ 
 います。その他の学年の皆さんも間もなく進級ですね、今学年の 
 まとめは出来ているでしょうか︖ 
  今回はＺ会卒業⽣でもある私の息⼦にインタビュー形式で質問 
 をしてみました。今後の皆さんの参考になることがあれば幸いで 
 す。 
 （注・インタビュー形式なので「ですます体」にしていますが普 
 段は普通に会話していますよ︕） 

 簡単に⾃⼰紹介をお願いします 

 昨年、東京都⽴⼤学を卒業し社会⼈となりました。 
 Ｚ会では⾼2の冬〜⾼3の終わりまで御茶ノ⽔教室と新宿教室で数学を受講していました。 

 社会⼈1年⽬お疲れさまでした︕1年働いてどんな気持ちですか︖ 

 いや〜社会⼈がこんなに⼤変だとは… 
 特に⼊社したての頃は毎朝早く起きて電⾞に乗るだけでもきつかったですね。 

 ←編集担当 
 (わかる〜。⼤学⽣の時間割は必ずしも1時間⽬から始まるわけではないので、 

    毎朝早起きしなければならないというのは結構しんどいのです) 

 仕事内容の紹介をお願いします 

 交通系のコンサルタントをやっています。主に国⼟交通省や市区町村などの公的機関から依頼 
 を受けてまちづくりや地域の交通計画策定に必要な調査、分析を⾏い資料を作成しています。 
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 1⽇の主なスケジュールを教えて下さい 

 会社では資料作成や打ち合わせなどをしています。また現地に⾏って調査や 
 イベントの運営をすることも多いです。まだ新⼈なのでポットの準備などの 
 雑⽤もやりますし電話に出ることも多いですよ︕ 

 学⽣時代と違うことは︖ 

 何といっても責任の重さでしょう。 
 また⾃分で考えて動かなくてはならない場⾯も格段に増えました。 

 お給料はどのように使ってますか︖ 

 最近⼀⼈暮らしを始めたので主に⽣活費ですが、旅⾏も好きなので貯⾦ 
 も頑張っていますよ︕昨年はシンガポールに⾏きました。 

 (シンガポールいいなあ〜) 

 ⼤学で学んだことは役に⽴っていますか︖ 

 僕の仕事に関して⾔えば役に⽴っていることも多いのですが、授業内容というより考え⽅や 
 結論を出すための道筋を作る訓練をしたことが⽣かされている気がします。 

 (⼤学で学んだことが知識として仕事に直結する⼈は案外少ないようです。学部の勉強の中で⾝ 
 につく未知の課題への取り組み⽅や論理的なものの考え⽅、部活やサークルなどで 

 培ったチームで物事を進める⼒の⽅が仕事に役⽴っているなあと思うことが多いです〜) 

 ⼤学で学んだことの紹介をお願いします 

 観光科学科というところでまちづくり、都市計画、観光経済などの授業を受けました。 
 ゼミではある町のワークショップなどのイベントを役場の⽅たちと共同で企画、実⾏したりしま 
 した。なお都⽴⼤の観光科学科は理系です。 

 (⾯⽩そう〜。最近新しくできた学部・学科には、⽂理や既存の学問のいろんな要素が⼊り混じっ 
 た  学際系  と呼ばれる分野が⽬⽴ちますね) 

 なぜその学科を受けようと思ったのですか︖ 

 昔から地図を⾒たり旅⾏に⾏くことが好きだったので、 
 まちづくりや都市関係のことを深く学びたいと思ったからです。 
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 ⼤学受験の勉強法は︖ 

 中⾼⼀貫校だったので⾼2までに殆どの学習は終えていましたがやはり⾜りない部分もあったの 
 でＺ会で補いました。家ではどうしても集中⼒が切れてしまうのでＺ会の⾃習室には本当にお世 
 話になりましたよ︕ 

 (⼤学受験は⼈によって必要な勉強が違ってくるので、⾃分に何が⾜りないかをしっかり考えて学 
 習計画を⽴てることが肝要です。Ｚ会を上⼿に活⽤してくださいね〜) 

 ⼤学時代の思い出を教えて下さい 

 ちょうど⼤学時代の半分はコロナ禍で⼤したことが出来なかったのですが、それでもバイト、 
 サークル活動など楽しみました。また⼤学は全国から集まってくるので 
 いろんな地⽅出⾝の友⼈が出来たこともよかったですね。 

 これから⾼校⽣、⼤学⽣になる皆さんに⼀⾔ 

 社会⼈からしたら、学⽣という時期は本当に⾃由で何でもできます。 
 皆さんには、将来後悔しないように今を全⼒で楽しんでもらえればと思い 
 ます︕ 

 (貴重なお話をありがとうございました〜︕) 

  どうもこんにちは、編集担当です。記事の中で出てきた「  学際系  」という⾔葉について、ちょ 
 こっと解説してみます。世の中には様々な学問がありますが、ざっくり以下のように分類される 
 ことが多いです。(※学問の分類には諸説あります。これはほんの⼀例です︕) 

  中央の3つの円はそれぞれ「⼈⽂科学」 
 「社会科学」「⾃然科学」です。⼈類がこ 
 れまでに経験してきたことをもとに多種多 
 様な分野で研究がなされています。研究の 
 ために必要な数学、⾔語などを「形式科 
 学」と⾔います。また、各学問を実⽣活の 
 ために発展させたものとして「応⽤科学」 
 と呼ばれる分野があります。⼈⽂科学と社 
 会科学の両⽅の側⾯を持つ歴史学のよう 
 に、複数の領域にまたがる学問も多数あり 
 ます。 

  ここで、2023年度に国内の⼤学で新設予定の学部の名称を⾒てみましょう。「ソーシャルデータサ 
 イエンス学部」「地域創⽣学部」「サステイナビリティ観光学部」「国際共⽣学部」など、上の図に 
 は⾒られない学問の名前が並んでいます。学問の世界でも、時代に合わせて新しい分野が続々と誕⽣ 
 しているのです。どれも、複数の分野が融合したものだということがおわかりいただけるでしょうか 
 (例えばサステイナビリティ観光学部は、環境(⾃然科学寄り)×開発(社会科学寄り)×⽂化(⼈⽂科学寄り) 
 ×他の要素も…みたいな感じ)。こうした、従来の学問領域の枠におさまらない、様々な要素から成り 
 ⽴つ学問を「  学際系  」と呼びます。中⾼⽣のうちから、⽂理にとらわれず幅広い分野に興味関⼼を向 
 けている⼈は、いずれ新しい分野で活躍できるかもしれませんね︕ 
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